
令 和 2年 度 が 始 ま り ま す 。 本 日 は ， 残 念 な が ら ， 始 業 式 ・ 入 学 式 が 再 度 の 延 期 と な り ま し た 。

昨 年 度 末 か ら の 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 様 々 な と こ ろ で ご 心 配 を お 掛 け し て お り ま

す が ， 教 育 委 員 会 か ら の 通 知 で ， 5月 6日 ま で 臨 時 休 校 と な り ま す 。

学 校 で は ， 子 供 た ち の 心 の 育 成 を 第 一 に 考 え ， 心 も 体 も 健 康 で た く ま し く ， 目 を キ ラ キ ラ さ

せ な が ら 学 ぶ 子 供 た ち の 育 成 に 努 め た い と 考 え ， 以 下 の よ う な 学 校 教 育 目 標 を 設 定 し ま し た 。

昨 年 度 の 取 組 か ら ， 昨 年 度 同 様 ， 自 己 肯 定 感 や 自 己 有 用 感 の 育 成 を 重 点 目 標 に 据 え ， 保 護 者 の

皆 様 と 地 域 の 皆 様 と 学 校 で 取 り 組 む 協 働 型 学 校 目 標 を 昨 年 度 か ら 継 続 し 「 自 分 を 大 切 に し ， 相

手 の 気 持 ち を 考 え る こ と の で き る 児 童 の 育 成 」 と し ま し た 。 保 護 者 の 皆 様 と 担 任 が 話 す 機 会 も

増 や し ， す く さ ぼ 将 監 中 央 （ 学 校 支 援 地 域 本 部 ） の 力 も お 借 り し な が ら ， 保 護 者 や 地 域 の 皆 様

と も 更 に 連 携 を 深 め て い き た い と 思 い ま す 。 子 供 た ち が 安 心 し て ， 楽 し い 学 校 生 活 を 送 る こ と

が で き る よ う ， 全 職 員 一 丸 と な っ て 指 導 を 進 め て ま い り ま す 。 今 年 度 も ， 保 護 者 の 皆 様 ， 地 域

の 皆 様 の 御 支 援 ・ 御 協 力 を ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

 

豊かな心を持ち，心身ともに健康で，進んで学ぶ児童の育成
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● ２ ０ ２ ０ 年 度 将監中央小学校の教育目標
１ 教 育 目 標 豊 か な 心 を 持 ち ， 心 身 と も に 健 康 で ， 進 ん で 学 ぶ 児 童 の 育 成
２ 学 校 経 営 の 基 本 方 針 子 供 た ち が ， 生 き 生 き と 学 ぶ 教 育 活 動
３ 協 働 型 重 点 目 標 【 自 分 を 大 切 に し ， 相 手 の 気 持 ち を 考 え る こ と の で き る 児 童 の 育 成 】

話 を き ち ん と 聞 く こ と が で き ， 自 分 の 考 え を 話 す こ と が で き る 児 童 の 割 合 を ８ ０ ％ に す る
４ め ざ す 児 童 像 と 努 力 目 標

やさしく（豊かな心）

・自己肯定感や自己有用感の確立

・礼儀(挨拶を中心に)や規範意識の確立

・自然や生き物を大切にする

かしこく(確かな学力）

・学習意欲の向上と学習習慣の確立

・基礎・基本の定着

・考え深化させる授業の創造

たくましく(健やかな心と体）

・諦めないで根気強く取り組む

・いのちや体を大切にする

・安全に留意し，進んで身体を鍛える

◎一人一人を理解し大切にする学年・学級経営

◎異学年交流の推進

○挨拶の励行と規範意識の醸成

○美しく潤いのある環境づくり

○道徳教育の充実

○魅力ある授業の創造と応用力育成

学習意欲の喚起・学習習慣の確立

校内研究・研修の充実

○人やものと関わる活動の充実

○基礎・基本の充実

○根気強く取り組む活動の継続

○たくましい心と体作り

○自分の体を大切にする指導

○安全意識・実践力の向上

家庭・地域社会に開かれた学校運営（地域と共に成長する学校）

・地域の人材・地域の特色を生かした学習材等の発掘と活用（「ひと・こと・もの」との関わり）



新型 コロ ナ ウ ィルスへの対応に つい て

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 対 策 と し て 以 下 の こ と を 実 施 い た し ま す 。

・ 三 密 に な ら な い よ う 学 習 環 境 を 整 え ま す 。（ 換 気 に よ り 室 温 が 下 が る こ と が 考 え ら れ ま

す の で ， 寒 く な い よ う 暖 か い 上 着 を 持 た せ る な ど 対 策 を 各 御 家 庭 で お 願 い い た し ま す 。）

・ 手 洗 い と う が い の 励 行 。（ こ ま め に 行 わ せ る 。）

・ 熱 や 咳 等 の 風 邪 症 状 が あ る 場 合 は ， 学 校 を 休 ま せ て く だ さ い 。（ 病 名 が は っ き り す れ ば

欠 席 ， 感 染 症 の 疑 い が あ る 場 合 は 出 席 停 止 扱 い と な り ま す 。）

・ 感 染 防 止 の た め ， 学 校 で は 原 則 マ ス ク 着 用 と し ま す 。

・ 毎 日 ， 教 室 内 の 消 毒 を 行 い ま す 。

児童の預かりについて

臨 時 休 校 が 5 月 6 日 ま で に な り ま し た の で ， 児 童

の 預 か り に つ い て も 延 長 い た し ま す 。 日 中 御 家 族 の

仕 事 の 関 係 等 で ， ど う し て も 家 で ひ と り ぼ っ ち に な

っ て し ま う １ ～ 4 年 生 の 児 童 を 預 か り ま す 。 児 童 の

預 か り 申 込 書 に 御 記 入 の 上 ， 検 温 記 録 表 に 朝 の 体 温

を 記 録 し て 持 た せ て く だ さ い 。 な お ， 登 校 日 も 預 か

り を す る こ と に な り ま す 。 詳 し く は ， 別 紙 を 御 覧 く

だ さ い 。

担当 氏名 担当 氏名 担当 氏名

校　　長 ☆ 後藤　芳浩 ５年１組 ☆ 高橋　千晶 指導補助員 齋藤　雅子

教　　頭 木村　　茂 ５年２組 ○ 清野　千暁 図書事務 岡本　久美子

教務主任・６年理科 ☆ 鎌田　隆広 ５年３組 三宅　洸大 図書事務 大泉　元美

１年１組 山内　美優 5年理科・児童支援 薄井　剛昭 給食パート 高橋　ひとみ

１年２組 ○ 山口　美紀子 ６年１組 大友　はるか 給食パート ☆ 高橋　結香

２年１組 内藤　昌子 ６年２組 ○ 岡田　久美子 スクールカウンセラー 宇佐美　貴章

２年２組 ○ 齋藤　毅 ６年３組 冨塚　一秀 さわやか相談員 浅野　敦子

２年３組 成田　法子 さくら１組 ○ 千葉　恵子 ＡＬＴ エリザベス・ワイルダー

３年１組 大沼　恭子 さくら２組 堀越　正紘 管理校医 ☆ 佐藤　るり子

３年２組 ○ 島村　尚美 養護教諭 阿部　　藍 眼科校医 髙橋　絵利子

３年少人数 ☆ 小野　えりか 事　　務 ☆ 横田　はるか 耳鼻科校医 ☆ 湯浅    　有

４年１組 阿部　汐里 主任技師 小山　ひろみ 歯科校医 佐藤　克彦

４年２組 ○ 早坂　美和 嘱託技師 遠藤　克昌 歯科校医 菅原　直樹

４年３組 畠山　裕紀 看護師 村山　順子 薬剤師 安井　孝太

４年少人数 佐藤　成実 指導補助員 髙橋　悠希 日本人学校 諏訪　妙子

◇職員紹介◇　令和２年度　将監中央小学校職員

☆新 ○学年主任

1 水 学年始休業日 1 金 臨時休業日ㅤ

2 木 学年始休業日 2 土

3 金 学年始休業日 3 日 憲法記念日

4 土 4 月 みどりの日

5 日 5 火 こどもの日

6 月 学年始休業日 6 水 振替休日

7 火 学年始休業日 7 木
給食無し（1年3校
時限，２～５年4校
時限）

8 水 臨時休業日 8 金 給食開始

9 木 臨時休業日 9 土

10 金 臨時休業日 10 日

11 土 11 月

12 日 12 火

13 月 臨時休業日 13 水 クラブ活動

14 火 臨時休業日　 14 木

15 水 臨時休業日　 15 金

16 木 臨時休業日 16 土

17 金 臨時休業日 17 日

18 土 18 月

19 日 19 火

20 月 臨時休業日　 20 水 クラブ活動

21 火 臨時休業日　 21 木

22 水 臨時休業日　 22 金

23 木 臨時休業日　 23 土

24 金 臨時休業日　 24 日

25 土 25 月

26 日 26 火

27 月 臨時休業日　 27 水

28 火 臨時休業日　 28 木

29 水 昭和の日 29 金 交通安全教室

30 木 臨時休業日　 30 土

31 日

5月の行事４月の行事

学 習 に つ い て

・ 教 科 書 等 の 配 付 時 に 課 題 等 を お 渡 し い た し ま す 。

・ 御 家 庭 で 丸 を 付 け て い た だ き ， 学 校 再 開 時 に 持 た せ て く だ さ い 。

行 事 を 再 考 し ， 改 め て お 知 ら せ し ま す 。


